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論 文 内 容 の 要 旨 
 
家庭用テレビの大画面化、及び一般のテレビ番組の視聴に加えて、テレビゲーム、ウェブ画面の閲
覧などテレビの使用形態の多様化による視聴時間の増加に伴い、テレビ視聴による身体への影響につ
いて、十分考慮しなければならない状況になりつつある。視覚疲労が少なく臨場感に優れ、使って楽
しくなるようなテレビの開発のためには、視覚疲労の計測と共に、没入感や快・不快、ワクワク感、
緊張感等のユーザの感情状態の計測が重要となる。本論文では TV 視聴における視覚疲労および感情
状態の推定を行うため、生理的側面と心理的側面の両面からの評価を試みた。第 1章では研究の目的
及び背景などを述べ、本論文の位置づけを明確にした。 
第 2章では、ディスプレイサイズを普及型の 42 インチに固定し、2種の映像コンテンツ（短時間で
視覚疲労を誘発するコンテンツと一般映像コンテンツ）を用い、視距離の違いが視覚疲労に及ぼす影
響について、視聴時の生理、心理の両面における評価実験を行なった。その結果、両方の実験におい
て、視距離が画面縦寸法の 3～4 倍（約 165～220cm）において、視覚疲労が最小になる距離があり、
従来の ITU（国際電気通信連合）勧告で推奨している値とほぼ一致していた。また、3 倍付近で交感
神経活動度の高まりが見られており、没入感の向上が示唆された。 
第 3章では、さらに視距離とディスプレイサイズの違いが視覚疲労および没入感に及ぼす影響につ
いての評価実験を 17 インチ、42 インチ及び 65 インチのディスプレイを用い、生理計測と心理計測の
両面から行った。これらの結果は、視覚疲労および没入感の観点から、ディスプレイサイズを変更し
ても適正視距離は 165cm あるいは 220cm あたりに存在しており、従来の画面縦寸法による相対視距離
だけでは算出できない可能性を示唆する結果となった。これら視覚疲労や没入感の度合いは視聴する
コンテンツによる感情状態にも大きく依存する。 
そのため第 4章では、TV 視聴時におけるユーザの感情状態を、客観的に指標化するために生理的側
面と心理的側面の両面からの評価を行い、生理評価が感情を推測する客観的な指標になり得る可能性
があるかどうかを実験的に検証した。その結果、脳活動状態を表すひとつの指標としての NIRS（近赤
外分光法）が、快・不快、好き嫌い、緊張・リラックスなどの感情を推測するのに有効と考えられる
と共に、自律神経系の交感神経活動度(LF/HF)と心拍数は個々人の複合的な感情状態 に影響されるこ
とを示唆する結果となった。 
以上、一連の研究結果から、視覚疲労の軽減や没入感の向上に適正な視距離が存在し、またそれら
と相互作用を及ぼす感情状態を客観的に捉える指標の候補を示した。第5章は、本論文の総括であり、
これらの結果および今後の課題をまとめて結論とした。 
 
 
 
 
 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 近年、家庭用テレビの画面は大型化しつつあり、利用の多様化も進んでいる。そうしたテレ
ビの適正な視距離は画面縦寸法の 3 倍前後とされているが、これは画像の粗さが気にならず臨場
感が得られる距離として定められたものであり、目の健康を考慮した適正視距離ではない。こう
した画面を見続けることによる視覚疲労については、かつてオフィスでの VDT 作業の問題として
研究が行われてきたが、今世紀に入ると VDT 作業もテレビ視聴と変わらぬ状況が生まれるととも
に画面の大型化はさらに進みつつあり、あらためて人の健康を考慮した視聴環境を明らかにして
いく必要性は増しつつある。 
本論文はこの点に着目し、今後のテレビの適正な視環境を見出すための研究に取り組んだ。第
1 章は緒論として、上に述べた背景および関連する既往研究についてまとめ、本論文の位置付け
を明らかにした。 
第 2 章は、現在家庭用大型テレビの普及型である 42 インチテレビを用い、生理特性と心理特
性の両面から適正視距離を検討した。その結果、視覚疲労が最小となる距離は画面縦寸法の 3～4
倍であり、没入感が最大になる距離も約 3 倍であると推定された。ただし、適正視距離と画面縦
寸法との関係が常に一定の値で成立するか否かはわかっていない。 
そこで第 3 章では、17 インチ、42 インチ、65 インチの画面を用いた実験を実施した。生理的
心理的計測の結果、適正視距離は画面サイズに因らず 165～220 ㎝の範囲に存在することがわか
り、従来の画面縦寸法を基準とした相対値ではなく絶対値に影響される可能性が示唆された。こ
れら視覚疲労や没入感の度合いは物理的な視環境だけでなく、視聴するコンテンツによる感情状
態にも大きく依存する。 
そのため第4章では、さらにテレビ視聴時のユーザの感情状態の客観的な指標化を試みた。様々
な映像コンテンツを用いた実験の結果、映像を見る際の快・不快、好き・嫌い、緊張・リラック
スなどの感情状態といくつかの生理指標との間に複合的な対応関係のあることが見出され、感情
状態の客観的評価を可能とする指標の候補を抽出した。これにより視聴時の感情状態に基づく視
覚疲労や没入感をより正確に捉えることが可能になることが示された。 
最後の第 5章は結論の章として、これら一連の研究の総括を述べるとともに、今後の課題を論
じた。以上、本論文は視覚疲労と没入感に基づくテレビの適正視距離を、生理特性と心理特性の
両面から多角的に検討した。これまで明確にされてこなかった心身の健康への影響も踏まえたテ
レビ視聴環境の構築に有益なデータを提供しただけでなく、そのための手法の確立にも大きく貢
献し、その学術的意義は大きい。 
よって、審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
 
